



田 村 亮 子
"The Structure-Analysis Method"
as a Teaching Method for the Basic English: 
From the Construction of the Integrated Foundation of English 

























































































































































3 この ように ｢OralCommunicatlOn｣の科 目名で文法 を数 えるこ とは ｢オラコ ンG(Oral
communicationGrammar)｣という通称を得ていると荻野俊哉氏が指摘している｡『現代英語教育』
1999年1月号｡




























































































A 提示プロセス ルール (英文法)の理論的説明
B-1 消化プロセス (1) そのルールに基づいて書かれている ｢基本文｣の構造の分析訓練




例 : 迦 opened迦 Windows.









出版 1956)､原仙作 ｢英文標準問題精講｣(旺文社､初版 :1933)などに用いられているが､最近
のわが国ではほとんど用いられていないようである｡｢構造分析メソッド｣はこれらの構造分析を参
考に発展させたものである｡















































9 ｢チャー ト式 基礎 と研究新英語｣(数研出版)p.197


















































ll B-3 [消化プロセス 3]:文献講読訓練については後述



















-は ｢構造分析 メソッド｣ における説明の順番
単語 句 k JT-月口
(2語以上のかたまりで､SVの関係がない) (2語以上のかたまりで､SVの関係がある)
塞 ･∵ 6頑 亘二lj[垂画 15接 名詞節
詞 Ⅴ+ing +Ⅴ
形容詞 2 .lI T開設 雪盲諾16胃 亨轟 芋等 ]僧 13哲
副 !'Eg ヽ と画 画 l4画
詞 前+名 to+V V十ing V+ed
[図2]文法説明項 目と説明順序の比較
従来の文法参考書(例) 大学生用文法テキスト(例) 構造分析メソッド



























































(3)小さな修飾部 - 大きな修飾部 (単語 一 節)





















































































































b.土 盛 mvbrother oDenthewindow.




















517 文型番号と動詞以後に続く単語の並び 文型5 +AB













16 研究社 ｢LightHouse｣､研究社 ｢NewColegiate｣､小学館 ｢Learner'sProgressive上 大修館
｢FreshGenius｣､｢GeniusJ
17 三省堂 ｢New Global｣､三省堂 ｢NewCenturyJ
18 小学館 ｢ProgressiveJ
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いわずとも､未だ学習していない文法事項を含むものが多い｡これは､大学生用のテキ
ストばかりではなく､中学生用の英語の教科書にもすでに見られることである｡例えば､
現在使用されている中学校英語のひとつのテキスト21は関係代名詞という概念を説明する
以前に､以下のような､関係代名詞が省略されている文を含んでいる｡
Oh,they'rethegroupIlovethemost.
この文を学生に理解させるにあたって､教師は､関係詞という概念を説明することな
く､その概念の理解を前提として可能となる関係詞の省略された文の成り立ちを説明し
なければならない｡大学生用の講読テキストとなれば､当然､全ての文法事項を理解し
ていることを前提として書かれているものがほとんどであるから､文法の履修過程にあ
る学習者がそのようなテキストを使用すれば､一段落を講読する過程で､未修得の文法
事項が登場するたびに講読訓練は立ち止まってしまい､それらの文法項目の説明を教師
から受けなければ進めないという事態を招く｡そうなれば､講読の授業は文法の授業と
化し､教師は､学習者が未習得の文法項目を､それらが登場する順に､系統だてること
なく説明するか､あるいは､必要な文法説明を省略して文の内容理解が不十分なまま進
めてしまう他とる道はなくなってくる｡その結果として､学習者は､文献講読は ｢あい
まいな｣もの､教師による解読なくしては不可能であるという印象を抱くものが増える
ことになるのである｡この点､構造分析メソッドの一部としての文献講読は､文法説明
順に従って､いくつかの文法項目の理解のステップを経るたびに､それまでの文法項目
のみで成り立っている文章- 例えば､文の要素と基本構造､前置詞句を説明した時点
で､これらの要素のみで成り立つ文章- を選んで､講読させるものである｡この講読
訓練によって､学習者は､文法理解が､実際の文章の講読作業と密接に関連しているこ
とを理解し､それまでのルールが理解できていれば､その理解を武器として､教師の助
けなしに､自らの力で､どのような文献をもいちおう読みこなせるという経験を重ねる
ことができるのである｡この意味で､構造分析メソッドは､高校､大学受験のために学
習はするが､従来の ｢実際の文献の講読｣とは切り離された ｢文法｣理解ではなく､｢講
21 "NewHorizon3"(東京書籍､平成4年)p.45.
196 清泉女学院短期大学研究紀要(第20号)
読｣と統合された ｢文法｣理解を目指すことによって､｢無味乾燥｣の文法学習という印
象を ｢実践英語の基礎として欠かすことのできない基礎｣学習であるという理解に転換
する効果をもたらすことができるのである｡
7.構造分析メソッドは連続した論理的思考の訓練
構造分析メソッドに基づく学習は英語理解の基礎訓練であるばかりでなく､学習者の
論理的思考の訓練とな′る｡言語は一定の論理 (logic)をもって組み立てられている｡英
文法はその論理の基本を説明するものであるが､構造分析メソッドは､基本だけでなく､
その基本の上に組み立てられた応用文のlogicをも解読する訓練である｡従って､学習
者は構造分析メソッドのA-B-3のプロセスを､最低週2回の授業と､そのための自
主学習において､繰り返したどることによって､英語という語学の学習と同時に､論理
的思考訓練を積み重ねることが可能となる｡そして､論理的思考訓練を重ねることは中
学､高校はもちろんのこと､大学における教育をより充実したものとさせるために欠く
ことができない基礎となる｡先に述べたように､現在の中学､高校の英語教育は､その
接続と体系的理論説明の不十分さを考えるとき､学習者の論理的思考力を高める助けに
なっているとは言いがたいものがある｡すでに述べたように､本学に入学する学生の多
くが英語学習とは ｢暗記するもの｣｢教師の翻訳を書き写すもの｣であり､｢(全体像のつ
かめない)わけのわからないもの｣､一言で言えば､｢理解する行為｣とは無関係なもの
である､といった印象を持っている｡構造分析メソッドは､このような学生たちに対し
て､言語の習得はその言語の成り立つ理論を ｢理解すること｣が第一であり､｢理解｣が
あって初めて､その他の言語習得の要素を積み上げることが可能になること､また､｢理
解｣を積み重ねる経験は自らの知性を育てるプロセスそのものであること､生涯にわた
るすべての学習は ｢理解力｣を培われた知性があってこそ可能となる､ということを訓
練の経験を通じて知らしめることを可能とするのである｡
8.知性の回復から自信の回復へ :おわりに
構造分析メソッドを使用して本学の英語科の一年生を指導して7年が経つ｡この間､
このメソッドで学習した学生たちにどのような変化が起こったかといえば､第-に､英
文法というジグソーパズルがばらばら､あるいは､ピースが全てそろっていない状態に
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あった彼女たちのほとんどが､半年で､平易な英文であれば､｢辞書さえあれば､教師な
しに､読みこなすことができる｣｢書くことができる｣力を身に付けることが可能になっ
た｡それは､このメソッドが英語学習の基礎訓練として一定の効果があることを意味し
ているということを言うことが許される結果ではなかろうかと考えるものである｡しか
し､それ以上に､注意を喚起したいことは､このメソッドに参加することによって起こ
る､学生個人個人の知性の働きの回復と､それに伴う自己の知性への自信の回復である｡
中学､高校を通じて､｢なぜ､(英語が)できるようにならないのだろう｣と悩み､やむ
をえないその結果として､その原因を自らの能力不足にあるのではないかと考える傾向
が多い学生たちにとって､このメソッドに一年間参加することによって発見するのは､
原因は自分の能力の問題ではない､学習の仕方の問題であったということ｡そして､学
習の仕方によって､自分の知性は啓かれ､啓かれた知性はそれまで不可能としていた様々
な世界へ踏み出すことを可能とするということである｡このメソッドに基づく訓練は容
易なものではない｡学生の中には､その困難に耐え得ずに脱落するものもいる｡しかし
ながら､それに参加した多くの学生にとって､この困難の克服はそれまでの年月におい
て失われがちであった､自らの知性と自分という人間-の自信の回復の経験となってい
るようである｡このメソッドを今後さらに発展させ､英語学習の方法としてだけではな
く､学習そのものの基礎訓練の一方法として提示することができればと願うものである｡
